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・口之島の盆踊り ・狂言、 悪石島のボゼ祭りを掲載しました。

詳しくは＞＞2ページへ

・平成 28年度村政座談会を掲載しました。

詳しくは＞＞4ページへ

▲口之島の盆踊りの様子
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悪石島　　ボゼ祭り

【
口
之
島
　
盆
踊
り
・
狂
言
に
つ
い
て
】　

　
口
之
島
の
盆
踊
り
は
、
踊
り
の
中
に
狂
言
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
り
、
島
の
男
性
が
踊
り
手
と
な
っ
て
参
加
し
ま
す
。

　
狂
言
の
中
に
は
最
大
で
15
分
に
も
及
ぶ
も
の
も
あ
り
、
録
音
技
術
の

な
い
時
代
か
ら
難
度
の
高
い
多
く
の
狂
言
用
語
や
先
唄
な
ど
、
島
独
自

の
伝
統
文
化
を
現
代
ま
で
正
確
に
伝
え
残
し
て
き
た
こ
と
は
大
変
驚
か

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
後
世
に
伝
え
残
し
て
い
く
た
め
に
、
口
之
島

で
は
限
ら
れ
た
人
数
の
中
で
正
確
且
つ
質
の
高
い
継
承
を
目
指
し
、
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
口
之
島
の
盆
踊
り
・
狂
言
が
、
８
月
15
日
（
月
）
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
の
先
生
方
も
含
め
、
総
勢
約

30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。【

悪
石
島
　
ボ
ゼ
祭
り
に
つ
い
て
】　

　「
ボ
ゼ
」
は
来
訪
神
の
ひ
と
つ
と
言
わ

れ
て
お
り
、
死
霊
臭
の
漂
う
人
々
を
新

鮮
な
生
（
太
陽
）
の
世
界
へ
立
ち
戻
ら

せ
る
、
転
換
の
役
目
を
果
た
す
と
と
も

に
、
人
々
の
穢
れ
を
清
め
、
平
常
の
生

き
生
き
と
し
た
生
活
に
戻
す
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ゼ
は
女
性
や
子
供

た
ち
を
追
い
ま
わ
し
、
ボ
ゼ
マ
ラ
で
赤

土
を
塗
ら
れ
る
と
、
無
病
息
災
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

口之島　盆踊り ・ 狂言

　
悪
石
島
の
ボ
ゼ
祭
り
が
８
月
18

日
（
木
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
等
の
影
響
に
よ
り
、
４
年
連

続
で
中
止
に
な
っ
て
い
た
ツ
ア
ー

が
今
年
は
実
施
さ
れ
、
ツ
ア
ー
参

加
者
30
名
を
含
む
、
多
く
の
観
光

客
の
皆
さ
ん
が
ボ
ゼ
祭
り
を
堪
能

さ
れ
ま
し
た
。
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平成 28 年度村政座談会が開催されました

〜
住
民
の
声
を
村
政
に
〜

　
住
民
と
行
政
と
が
一
体
と
な
っ
た
村
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
毎
年

開
催
し
て
い
る
村
政
座
談
会
が
、
今
年
も
7
月
28
日
か
ら
8
月
20
日
に
か

け
て
各
島
で
開
催
さ
れ
、
合
計
で
２
２
７
名
の
住
民
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　
会
で
は
例
年
同
様
に
村
の
施
策
方
針
や
、
各
課
の
主
要
事
務
お
よ
び
事

業
等
の
説
明
を
行
っ
た
後
、
地
域
か
ら
の
要
望
事
項
や
村
政
に
対
す
る
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
、
要
望
等
の
あ
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
村
長
を
は
じ

め
職
員
が
直
接
現
地
で
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
住
民
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
事
項
等
は
、
事
業
実
施
の
緊
急
性
、
必

要
性
等
を
十
分
考
慮
し
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
も
の
、
次
年
度
以
降
で
計

画
す
る
も
の
を
整
理
し
、
村
の
財
源
状
況
等
を
見
極
め
な
が
ら
村
の
総
合

振
興
計
画
に
登
載
し
た
上
で
、
計
画
的
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

諏訪之瀬島

中之島口之島

平島

小宝島

悪石島

宝島

男 女 計
7月28日 悪石島 16 9 25
7月29日 平島 18 9 27
7月30日 小宝島 13 9 22
8月2日 中之島 30 19 49
8月18日 諏訪之瀬島 20 13 33
8月19日 口之島 24 10 34
8月20日 宝島 22 15 37

143 84 227

出席者数内訳
期日 島名

合計
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▲十島村代替造船所推薦委員会の様子

十島村地方創生効果検証検討委員会が開催されました

　平成 28 年 7月 27 日（水）、役場本庁会議室にて「十島村地方創生効果検証検討委員会」が開
催されました。委員 6名、オブザーバー 6名、事務局４名の総勢 16 名が参加し、昨年度、国の
地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）の事業でおこなった５事業につ
いての効果検証を実施致しました。
　これは、地方創生の推進にあたって効果的な PDCA（計画・実施・評価・改善）サイクルを確
                                                                                                     立するために事業実施後に有識者等からそ
                                                                                                     の事業の効果について評価や意見をいただ
                                                                                                     き、次の事業に反映させるという国の要綱
                                                                                                     に基づいて開催したもので、総合戦略策定
                                                                                                     事業、農林水産物販売促進事業、交流人口
                                                                                                     拡大事業、繁殖雌牛増頭支援事業、黒毛和
                                                                                                     種優良肉用繁殖雌牛導入事業で、これら５
                                                                                                     事業は地方創生に相当程度効果があったと
                                                                                                     いう意見をいただいております。

▶
十
島
村
地
方
創
生
効
果
検
証
検
討
委
員
会
の
様
子

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
  

看護専門員
やました　 さやみ

山下　清美　さん
　8月 25 日より代替看護師として入職
しました。南日本新聞の一面記事を通し
て初めて離島での医療体制の足取りや問
題点、厳しい環境での取り組む姿勢など
を知りました。私も一員として皆様にき
ちんと関われる様に頑張ります。

フェリーとしま
 ひ もの　  こうへい

檜物　康平　さん
　臨時職員として、2年 3ヶ月フェリー
としまに乗船していた檜物康平です。ま
だまだ未熟な部分も多いですが、十島村
職員の先輩方を見習って一生懸命頑張っ
て安全運航に努めたいと思います。これ
からもよろしくお願いします。

退職職員のお知らせ
　27 年間、としまに乗船した経験を活かして、第 2の人生を楽し
みたいと思います。村民の方には、いっぱいの励ましの言葉をい
ただいて、大変感謝しております。今まで本当にありがとうござ
いました。 フェリーとしま    大山　博明　さん

12 月に奄美ドクターヘリが導入されます！

　7月 19 日（火）、8月 9日（火）に奄美ドクターヘリ運
航調整委員会同消防医療部会が鹿児島県立大島病院で開催
され、平成 28 年 12 月導入予定の奄美ドクターヘリにつ
いて協議が行われました。現在、救急患者発生時には、ド
クターヘリ（米盛ヘリ）、鹿児島県消防防災ヘリ、鹿屋海
上自衛隊ヘリに要請し、鹿児島本土の病院に搬送していま
す。奄美ドクターヘリの導入により、今後は基本的には鹿
児島県立大島病院に搬送されることになります。距離が短
いことから救急患者の搬送時間の大幅な短縮、及び早急に
医師の管理下に置くことができます。今後、奄美ドクター
ヘリ導入に伴い役場職員・医師・看護師・消防団・出張員
との連携についても強化していきたいと思います。
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　今年も、7月 25 日から 26 日の 2日間にわたって、鹿児島市勤労青少年ホームで十島村に
勤務する教職員の教育研究大会が行われました。 各学校の教頭先生を除く全教職員が参加しま
した。初日は、教科部会や小・中学校部会、養護教諭部会等が行われ、各部会ごとに、かね
て一人で悩んでいることなど様々な指導に関する問題点を出し合い、熱心に協議がなされま
した。先生方が同僚のように楽しく真剣に話し合っている姿を見ていると、十島村小・中学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校という学校が存在しているかのようでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2日目は、県教育委員会から菊地史晃義務教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長を講師に招いて、「授業の充実について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と題した講演会がありました。先生方の重要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な課題である「授業力の向上」ということに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついて、具体的な指導がありました。先生方は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　極小規模校でも複式学級でも、まだまだやれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることがたくさんあると意欲をかき立てられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たようでした。

第 41回十島村教育研究大会の開催

▲第 41 回十島村教員研究大会にて集合写真

　
役
場
本
庁
会
議
室
に
て
7
月
25
日
（
月
）
に
「
人
権
啓
発
研
修
」、
7

月
28
日
（
木
）
に
「
法
制
執
務
研
修
」
が
職
員
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。「
人
権
啓
発
研
修
」
は
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
鹿
児
島
県
人

権
対
策
課
の
鎌
田
豊
作
研
修
専
門
員
に
、
職
場
や
家
庭
で
の
人
権
問
題
に

つ
い
て
研
修
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
法
制
執
務
研
修
」
で
は
、
去

年
の
基
礎
編
に
引
き
続
き
、
今
年
は
ぎ
ょ
う
せ
い
の
竹
内
勉
氏
に
応
用
編

と
し
て
、
条
例
や
規
則
等
の
改
正
の
方
法
に
つ
い
て
研
修
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

職
場
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た

▶
人
権
啓
発
研
修
の
様
子

平成 28 年度十島村海外派遣留学生報告会

　今年も十島村から学生 4人と高校生 1人の 5人の中高校生が、アメリカ合衆国西海岸に派
遣されました。今年で 5回目となるこの研修は、24 日間のホームステイ研修です。
　5人は、7月27日から、それぞれカリフォルニア州サンタローザ、ワシントン州アーリントン、
メアリーズビルの 3つの町に分かれてホームステイをしながら様々な研修に取り組みました。
　8月 22 日は、荒天候で 2人が先に帰島したために TV会議システムを使っての報告会とな
りました。「ホストファミリーが親しく自分の名前を呼んでくれて、それまでの不安が一気に
吹き飛んだこと」「ミュージシャンであるホストマザーの歌う姿に、自分の将来の夢が重なっ
たこと」「英語は苦手だったけど、一生懸命コミュニケーションを取ろうとして簡単な英語で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も会話が通じるようになったこと」「何
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事も指示されて動くのでなく自主的に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行動する姿に驚いたこと」「百人のアメ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リカ人に日本のイメージを聞くことが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目標だったが、37 人しか聞けなかった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと」など、外国ならではの貴重な体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　験を熱く語ってくれました。発表する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時のその日焼けした顔には「ホームス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テイに行って最高に楽しかった。この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貴重な経験を将来に生かそう。」という
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　充実感と意欲が満面に溢れていました。▲十島村海外派遣留学生報告会の様子

▶
法
制
執
務
研
修
の
様
子

子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
8
月
9
日
（
火
）、
9
月
13
日
（
火
）
に
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場
に
て
、

子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

( 税抜価格 , 単位：円）

去勢 雌 計 去勢 雌 計 去勢 雌 計

9月 15 20 35 11,062,000 13,039,000 24,101,000 737,467 651,950 688,600

8月 19 16 35 15,152,000 9,891,000 25,043,000 797,474 618,188 715,514

出荷頭数 合計金額 平均価格

▲有川美幸氏の子牛

8 月最高価格者

9月最高価格者
有川  和哉 氏

883,000円
有川  美幸 氏

793,000円

去勢

雌

日高  正一 氏
907,000円

用澤  利幸 氏
748,000円

去勢

雌
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9 月 24 日～ 9月 30 日は

                              「結核予防週間」です！

結核予防週間についてのお知らせ

次のような症状が続く場合は、　医療機関を
受診しましょう。
・せき　　　・胸痛             ・寝あせ
・発熱　　　・たん　　　・だるさ
・血たん

女性のための相談所

　鹿児島県では女性の相談や支援のための「女性健康支援セン
ター事業」を実施しています。
　心や体の悩み、家族の悩み、子育てについてなどひとりで悩ん
ではいませんか？
　だれかに悩みを聴いてほしい、相談したいなどありましたら、
支援する機関があります。家族からの相談にも対応できます。

　女性のための相談窓口として十島村役場では「住民課」が
担当になります。【お問い合わせ先　ＴＥＬ　099-222-2101】

１００万人会員増強運動特別賞受賞！
　全国の老人クラブでは、平成 26 年度から５年
計画で「100 万人会員増強運動」に取り組んでい
ますが、平成 27 年 11 月に単位クラブとして『中
之島シルバー倶楽部』が発足し、村内の老人クラ
ブ会員も一気に増えたことから、十島村老人クラ
ブ連合会は、平成 28 年度全国老人クラブ連合会
「100 万人会員増強運動特別賞」表彰を受けました。
授賞式は９月２日に開催された「ゆめ・ときめき
鹿児島」ねんりん大会で行われ、宝島老人クラブ
の平田傳義会長が出席されました。また、あわせて平成 28 年度鹿児島県老人クラブ連合会「5
万人会員増強運動特別賞」表彰も受けました。
　村では、ひとつの島にひとつの老人クラブを目指します。
　老人クラブ活動は、
　(1)　仲間をつくり、生きがいと健康づくり、生活を豊かにする楽しい活動をおこなう。
　(2)　会員の知識や経験を生かして、地域のほかの団体と共同して、地域を豊かにする社会活
　　　動に取り組む。
　(3)　明るい長寿社会づくり、保健福祉の向上に努める。
　などを活動の目的に、会員はもちろんその家族、そして地域や村の活性や振興につなげるもの
です。つきましては、今後も地域での老人会設立に向けて、関係者のご理解と働きかけを切にお
願い申し上げます。

▲ゆめ・ときめき鹿児島ねんりん大会の様子

食の支援　７月から始まりました！

　平成 18 年度まで実施していた給食サービスを、平成 28 年 7月から「食の支援」としてス
タートしました。いつまでも住み慣れた島で暮らし続けてもらいたいという気持ちで始まっ
た「食の支援」は、週１回、７人交代でチームを組み、１人暮らしの高齢者に昼食（おかず
２品）を宅配しています。
　「こんにちは。お昼をもってきましたよ。」
と希望された高齢者宅を訪問し、配達した料
理を皿に一緒に盛り付け「しっかり食べてく
ださいね。」と見守りも兼ねて声掛けをしてい
ます。

口之島

▶配達した料理を盛り付けている様子
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行政相談週間 10 月 17 日（月）～ 23 日（日）

行政相談委員に相談してみませんか？

　毎日の暮らしの中で、登記、年金、道路、社会福祉など国の役所の仕事などについて、
疑問・苦情や意見・要望はありませんか。
　総務大臣委嘱の行政相談委員は、皆様の相談相手として、役所のサービスや行政の仕
組み、手続きに関する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関に対する改善の
申し込みを行っています。
　次のとおり、行政相談所を開設しますので、お気軽にご利用下さい。相談は無料、秘
密は守られます。

　国、県、市や弁護士などが１か所でさまざまな相談を受け付けます。相談無料で、予約不
要です。お気軽にご相談下さい。

日時：10月 19 日（水）10時～ 15 時
場所：諏訪之瀬島住民センター
行政相談員：山木　保　氏
※日程は変更になる場合がありますので、ご了承ください。

暮らしのなんでも行政相談所を

　　　　　　　　　　　鹿児島市でも開設します！

日時：10月 18 日（火）　10時 30 分　～　15時
場所：山形屋　1号館 7階　社交室
★以下の機関が参加します★

鹿児島地方法務局 鹿児島財務事務所

熊本国税局 鹿児島労働局

鹿児島国道事務所 鹿児島運輸支局

住宅金融支援機構 鹿児島北年金事務所

鹿児島県 鹿児島県警察本部

鹿児島市 鹿児島県弁護士会

鹿児島県司法書士会 鹿児島県土地家屋調査士会

行政相談委員 鹿児島県行政評価事務所

※相談は 1組当たり 1機関につき、30 分程度
とさせていただきます。
※弁護士による無料法律相談は、先着 10 組ま
でになります。

【お問い合わせ】
☎ 0570 - 090110
　（行政苦情 110 番　全国統一番号）
総務省　鹿児島行政評価事務所　行政相談課
（鹿児島市山下町 13-21　鹿児島合同庁舎 3階）

十島村滞在費用助成事業実施要綱（ホテル宿泊割引き）

　　　　　　　　　　　　　に係る注意事項について
　本村では、本村住民等で村税等に滞納が無い者に対し、定期船が寄港する都市部での宿泊費を
助成し、住民等の福祉や利便性向上を図っております。
　しかし、宿泊券を紛失したり、宿泊券を取得しないままホテル等に宿泊し後々宿泊券を村に請
求したりなど、不祥事が相次いでいる状況です。
　このようなことを認めてしまうと、当該要綱に則り適正に事業を活用している住民に対して公
平性を欠くこととなってしまうため、住民の皆様につきましては、再度、当該事業を適正に活用
していただきますようお願い致します。

※平成 28 年 11 月 1 日から村補助額が変わります※
　十島村滞在費用助成事業実施要綱（ホテルの宿泊費用補助事業）の改正に伴い、一般宿泊補助
上限額及び 70 歳以上・中学生宿泊補助上限額を変更致します。
　皆様の御理解と御協力をよろしくお願い致します。
【村補助額の変更内容】

※（例）
　①一般大人１泊 4,200 円で宿泊した場合、利用者負担は 3,400 円、村助成額は 800 円となります。
　②70 歳以上（又は中学生）１泊 4,200 円で宿泊した場合、利用者負担は 2,800 円、村助成額は 1,400 円となります。
　③小人の負担額は一律 700 円であり、差額は村が助成致します（変更なし）。

※十島村役場では、平日（8：30 ～ 17：15）は宿泊券を発行することが可能ですが、土日及
　び祝日は発行することができません。このことから、事前に各島出張所にて取得してから宿
    泊して下さい。なお、紛失した場合や発行された宿泊券を忘れた場合などは、全て自己負担
    となりますのでご注意ください。

対象 現行補助基準 改正後基準（11/1～） 備考 

一般 

利用料金の 1/2 以

内。ただし、上限

を 1,600 円とす

る。 

利用料金の 1/2 以内。

ただし、上限を 800 円

とする。 
現行補助基準 

－800 円 

70 歳以上 
及び中学生 

利用料金の 1/2 以

内。 
利用料金の 1/2 以内。

ただし、上限を 1,400
円とする。 

現行補助基準 
－700 円 

小人 
利用料金から 700
円を差し引いた

額 
－ 変更なし 

 

【補助対象外の主な例】
　・村税その他公共料金等に滞納がある者
　・村から出張旅費等を支給されている者
　・事前に宿泊券を取得せず、ホテル等に宿泊している者（緊急の場合は除く）
　・宿泊券を紛失した者　　　等

15
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十島村育英奨学基金条例及び十島村育英奨学基金条例施行規則

                    一部改正による変更点について
　この度、十島村育英奨学基金に係る条例、施行規則の一部改正を行いました。改正による変更点
は次のとおりです。

１.奨学金貸与対象者について

　対象者に山海留学制度の適用を受け 2年以上在籍し、村内中学校を卒業した者を加える。
２.奨学金の返還について

　高等学校等に在籍する者の返還期間を5年以内としていたものを10年以内に返還することとし、
全奨学金返還者の返還期間を 10 年以内とする。
３.奨学金返還の免除について

　改正による免除対象は次のとおりです。
（1）死亡したとき。
（2）精神又は身体の障害により労働能力を失したとき。
（3）精神又は身体の障害により労働能力に高度の制限を有することとなったとき。
（4）奨学生又は奨学生であった者が、村内に住所を定めてから 5年間定住したとき定住の事実が
　　発生した日から適用する。
（5）奨学生又は奨学生であった者が、本村の就業支援又は産業支援いずれかの制度に認定された 3
　　年間定住したとき制度に認定された事実が発生した日から適用する。
（6）奨学生又は奨学生であった者が、本村職員、出張所出張員、学校給食調理員、介護補助員、　
　　保育専門員等、高齢者見守り支援員又は簡易郵便局職員として 3年間勤務したとき、勤務の
　　事実が発生した日から適用する。ただし、本村職員で本庁勤務の者の免除額は返還未済額の 3
　　分の 2とする。
４.延滞利息について

　奨学金の貸与を受け、正当な理由がなく奨学金を返還すべき日まで返還しなかった者は延
滞利息をとることとしていたが、改正により延滞利息はとらないこととする。
５.施行日

　平成 28 年 7月 1日から施行する。

自賠責に入ってますか？

　自賠責に加入しないで運転すると・・・

１年以下の懲役

　　または
  50 万円以下の
　　  罰金

　 ( 自賠法第 86 条の 3）

  違反点数６点

　       ▼
免許停止処分等
  ( 道路交通法第 103 条、
         第 108 条の 33)

　検査対象外軽自動車（125cc 超 250cc 以下のバイク等）
および原動機付自転車の場合、保険・共済標章（ステッカー）
をナンバープレート（ナンバープレートに貼付することが
困難な場合には、車両の前面）に貼付することが義務付け
られています。これに違反した場合、30 万円以下の罰金
が課せられます。（自賠法第 88 条）

＋

早めの継続手続きを！

平
成
27
年
度
決
算
財
政
健
全
化
比
率
等
の

　
　
　
　
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す

１
財
政
健
全
化
比
率

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）」
に
基
づ
く
、

平
成
27
年
度
決
算
に
お
け
る
十
島
村
の
健

全
化
判
断
比
率
は
、
４
指
標
と
も
適
正
基

準
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
判
断
比
率
が
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
応
じ
計
画
を
策
定
し
、

財
政
の
健
全
化
ま
た
は
財
政
再
建
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
財
政
再
建
団
体
に
な
る
と
税
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、
村
の
借
金
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
示
し
ま
す
。

数
値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
運
営
が
深
刻
化

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
平
成
27
年

度
の
十
島
村
に
お
け
る
一
般
会
計
は
黒
字

の
た
め
、
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
特
別
会
計
や
企
業
会
計
な
ど
全
て
の
会

計
を
合
算
し
て
、
村
全
体
の
赤
字
の
程
度

を
示
し
ま
す
。
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政

運
営
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
ま

す
。
平
成
27
年
度
の
十
島
村
で
は
黒
字
の

た
め
、
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
実
質
公
債
費
比
率

　
借
入
金
の
返
済
額
や
こ
れ
に
準
じ
る
額

の
大
き
さ
を
示
し
ま
す
。
数
値
が
大
き
い

ほ
ど
資
金
繰
り
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を

表
し
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
十
島
村
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
比
で
2.4
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
県
内
市
町
村
と
比
較
し

て
も
低
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・
将
来
負
担
比
率

　
借
入
金
や
将
来
的
に
支
出
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
現
時
点
で
の
残
高
を
示
し
ま

す
。
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
将
来
、
財
政
を

圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
表
し
ま

す
。
平
成
27
年
度
の
十
島
村
で
は
算
出
さ

れ
ま
せ
ん
。

２
公
営
企
業
の
資
金
不
足
率

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）」
に
基
づ
く
、

平
成
27
年
度
決
算
に
お
け
る
十
島
村
の
公

営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率
は
、
経
営

健
全
化
基
準
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
が
基
準
を
超
え
た
場
合

は
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
経

営
の
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営

健
全
化
団
体
と
な
る
と
料
金
や
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
の
料
金
等
の
収
入
の
規
模

に
対
す
る
資
金
不
足
額
の
程
度
を
示
し

ま
す
。
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
経
営
状
況

が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
十
島
村
に
お
け
る
公
営

企
業
は
、
船
舶
交
通
特
別
会
計
、
及
び

簡
易
水
道
特
別
会
計
と
も
に
経
営
健
全

化
基
準
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平成 27年度決算　財政健全化判断比率の状況　

公営企業の資金不足比率の状況　
　※地方公共団体の財政の健全化に
関する法律施行令第 17 条第３号（法
非適用企業）の規定により事業の規
模を算定。

項目 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

村の数値 ― ― 6.9 ―

早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 ―

項目 船舶交通特別会計 簡易水道特別会計

資金不足比率 ― ―

経営健全化基準 20.0



5
千
円
（
前
年
度
比
皆
減
）
な
ど
が
影
響
し
て
い
ま
す
。【
表
2
参
照
】

国
庫
支
出
金
は
大
幅
に
減

　
国
庫
支
出
金
の
決
算
額
は
、
5
億
4
0
8
2
万
5
千
円
で
前
年
度

比
6
億
6
9
4
8
万
3
千
円
（
55.3
％
）
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
港
湾

建
設
を
中
心
繰
越
事
業
費
の
増
加
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
（
港
湾
）
で
、
前
年
度
比
7
億
5
7
8
6
万
円

（
81.3
％
）
の
減
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。【
表
2
参
照
】

地
方
交
付
税
は
普
通
交
付
税
、
特
別
交
付
税
と
も
に
増

　
地
方
交
付
税
の
決
算
額
は
、
16
億
4
1
0
4
万
1
千
円
で
前
年
度

比
3
1
1
2
万
2
千
円
（
1.9
％
）
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、

普
通
交
付
税
が
前
年
度
比
1
6
2
7
万
6
千
円
（
1.2
％
）
増
の
13
億

8
0
9
6
万
4
千
円
、
特
別
交
付
税
が
前
年
度
比
1
4
8
4
万
6
千

円
（
6.1
％
）
増
の
2
億
6
0
0
7
万
7
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
普

通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
に
加
え
ら
れ
た
「
人
口
減
少

等
特
別
対
策
事
業
費
」
に
お
い
て
、
需
要
額
が
前
年
度
比
3
6
1
5

万
6
千
円
増
加
し
ま
し
た
が
、
補
正
係
数
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
「
地

域
経
済
・
雇
用
対
策
費
」
に
つ
い
て
は
需
要
額
が
1
5
7
1
万
9
千

円
の
減
少
、
そ
の
他
、
事
業
費
の
大
き
な
過
去
の
港
湾
事
業
費
の
償

還
終
了
に
伴
い
公
債
費
の
需
用
額
も
1
9
1
9
万
3
千
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
交
付
税
の
算
定
に
お
い
て
は
、
25
年
度
か
ら

情
報
通
信
施
設
管
理
運
営
費
が
算
定
基
準
に
加
わ
り
、
そ
の
1
/
2

が
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
災
害
復
旧
費
な
ど
の
増
加

に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。【
表
2
参
照
】

人
件
費
は
増

　
人
件
費
の
決
算
額
は
、
3
億
8
2
3
2
万
2
千
円
で
、
前
年
度
比

1
8
5
7
万
8
千
円
（
5.1
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
支

援
員
の
配
置
に
よ
る
報
酬
で
574
万
円
の
増
、
新
規
採
用
職
員
の
人
件

費
及
び
人
事
異
動
に
伴
う
も
の
で
1
1
0
7
万
6
千
円
の
増
な
ど
が

影
響
し
て
い
ま
す
。【
表
3
参
照
】

普
通
建
設
事
業
費
は
大
幅
減

　
港
湾
や
道
路
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す
る
普
通
建
設
事

業
費
の
決
算
額
は
、
11
億
4
3
7
7
万
1
千
円
で
、
前
年
度
比
9
億

5
5
6
1
万
8
千
円
（
45.5
％
）
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
補
助
事

業
は
5
億
7
8
3
2
万
3
千
円
で
、
前
年
度
比
9
億
3
1
2
5
万
2

千
円
（
61.7
％
）
減
で
あ
り
、
港
湾
建
設
が
1
億
8
7
0
0
万
円
で
前

年
度
比
9
億
7
7
9
5
万
円（
83.9
％
）の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

単
独
事
業
は
5
億
6
4
0
3
万
9
千
円
で
、
前
年
度
比
2
5
7
7
万

5
千
円
（
4.4
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
表
3
参
照
】

物
件
費
は
増

　
賃
金
、
委
託
料
、
需
用
費
、
役
務
費
な
ど
の
物
件
費
の
決
算
額
は
、

平成27年度
決 算

　平成27年度の決算は、先に開会された
9月議会で承認されました。平成 27年度
の決算について、報告します。

　

特
別
会
計
も
含
め
た
歳
入
歳
出
額
を
前
年
度
決
算
額
と
比

較
す
る
と
、
次
の
表
1
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
7
会
計
合
計
の
決
算
規
模
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額
は

前
年
度
比
約
760
百
万
円
（
13.9
％
）
減
少
で
約
47
億
1
8
6
7

万
円
、
歳
出
総
額
は
前
年
度
比
約
924
百
万
円
（
17.4
％
）
減
少

し
約
43
億
９
０
４
１
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
般
会
計

は
港
湾
建
設
、
道
路
建
設
な
ど
の
繰
越
が
大
き
く
影
響
し
、

前
年
度
比
で
歳
入
歳
出
と
も
に
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

村
税
収
は
1.1
%
の
減
少

　
村
の
基
礎
的
な
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
の
決
算
額
は
、
6
9
5
2

万
7
千
円
で
前
年
度
比
78
万
9
千
円
（
1.1
％
）
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
市
町
村
民
税
の
均
等
割
り
で
7
万
4
千
円
（
8.4
％
）
減
、
所
得

割
で
198
万
円
（
8.7
％
）
増
、
法
人
市
町
村
民
税
の
均
等
割
り
で
15
万

2
千
円（
9.0
％
）増
、法
人
税
割
で
8
万
1
千
円（
13.9
％
）の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、
償
却
資
産
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度

比
153
万
5
千
円
（
4.8
％
）
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
表
2
参
照
】

県
支
出
金
は
13.9
％
の
減

　
県
支
出
金
の
決
算
額
は
、
3
億
6
9
1
4
万
6
千
円
で
前
年
度
比

5
9
6
8
万
4
千
円
（
13.9
％
）
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
岸
漂
着
物

地
域
対
策
推
進
事
業
費
で
前
年
度
比
1
7
5
5
万
8
千
円
（
90.3
％
）

減
、
普
通
林
道
舗
装
事
業
（
口
之
島
線
）
で
前
年
度
比
2
2
7
1
万

い
ま
す
。
基
金
全
体
の
残
高
は
、
前
年
度
比
9
1
5
9
万
5
千
円
の
減
の
28
億

1
4
2
3
万
3
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
表
4
参
照
】

公
債
費
は
減
、
村
債
残
高
は
18
年
連
続
の
減

　
村
の
借
金
で
あ
る
公
債
費
の
決
算
額
は
、
5
億
6
1
3
4
万
7
千
円
で
、
前
年
度

比
2
0
9
7
万
6
千
円（
3.6
％
）の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
6
年
度
港
湾
事
業
債
、

平
成
14
年
度
過
疎
対
策
債
及
び
平
成
16
年
度
辺
地
対
策
債
の
償
還
終
了
に
と
も
な
い

減
少
し
て
い
ま
す
。
財
政
の
健
全
化
を
示
す
指
標
と
な
っ
て
い
る
実
質
公
債
費
比
率

は
、
前
年
度
比
2.4
ポ
イ
ン
ト
増
の
6.9
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
が
健
全
な
値
を
示

し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
村
債
残
高
は
、
平
成
28
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
に
連

動
し
た
村
債
の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、
前
年
度
比
2
億
3
6
2
3
万
4
千
円
減
の
44

億
7
6
5
7
万
7
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
債
残
高
に
つ
い
て
は
、
ピ
ー
ク
時
に

91
億
円
を
超
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
村
債
の

残
高
は
18
年
連
続
減
少
し
て
い
ま
す
。【
表
3
参
照
】

歳　入
36 億 467 万

円

自主財源

7億 4,585 万
7 千円

（20.7％）

依存財源 28 億 5,881 万
3 千円

（79.3％）

繰越金　7,186 万 2 千円（2.0％）
繰入金　4億 1,172 万 5 千円（11.4％）
分担金及び負担金　63 万 5千円（0.0％）
寄付金　1,799 万 6 千円（0.5％）
財産収入　6,373 万 7 千円（1.8％）
使用料及び手数料　7,503 万 7 千円（2.1％）
諸収入　3,533 万 8 千円 （1.0％） 
村税　6,952 万 7 千円（1.9％）

地方譲与税　2,629 万 3 千円（0.7％）
利子割交付金　8万 8千円（0.0％）
配当割交付金　17 万 5千円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金　17 万 9千円（0.0％）
地方消費税交付金　1,121 万 7 千円（0.3％）
自動車取得税交付金　254 万 9千円（0.1％）
地方交付税　16 億 4,104 万 1 千円　（45.5％）

村債 2 億 6,730 万円（7.4％）
県支出金 3 億 6,914 万 6 千円（10.2％）
国庫支出金 5 億 4,082 万 5 千円（15.0％）

歳　出
33 億 3,953 万
8 千円

投資的経費

事務的経費
その他の経費 9億 8,402 万

7 千円
（29.5％）10 億 8,925 万

6 千円
（32.6％）

12 億 6,625 万
5 千円

（37.9％）

人件費　3億 8,232 万 2 千円（11.5％）
扶助費　4,035 万 8 千円（1.2％）
公債費　5億 6,134 万 7 千円（16.8％）

普通建設事業費　11 億 4,377 万 1 千円（34.2％)

災害復旧事業費　1億 2,248 万 4 千円 (3.7%)

積立金　2億 8,213 万 2 千円 (8.5%)
繰出金　7,452 万 4 千円 (2.2%)

維持補修費　269 万 4千円 (0.1%)
補助費等　2億 2,440 万 6 千円 (6.7%)

物件費　5億 550 万円 (15.1%)

会 計 名 称　歳 入 決 算 額　歳 出 決算額　歳入歳出差引額
一 般 会 計　3,604,669,719　3,339,537,964　265,131,755
（ 前 年 度 比 ）　△673,862,645   △829,132,727△155,270,082
　　　　　　　　　  （△15.7%）  　    （△19.9%）　    
国民健康保険特別会計　   128,942,949　     126,063,814　    2,879,135
（ 前 年 度 比 ）　       12,875,615　      10,846,804　    2,028,811
　　　　　　　　　      （11.1%）                   （9.4%）   　
船舶交通特別会計　    837,881,787　    777,994,653      59,887,134
（ 前 年 度 比 ）　 △85,648,080　  △96,949,389   △11,301,309
　　　　　　　　　    （△9.3%） 　　 （△11.1%）　
介護保険特別会計　　      92,291,990　      92,283,769  　          8,221
（ 前 年 度 比 ）　　  29,920,980　      35,199,066    △5,278,086
　　　　　　　　     　 （48.0%）　     　 （61.7%）   　
介護サービス特別会計　　 771,097　          771,097                    　0
（ 前 年 度 比 ）　          △24,517　        △24,517　                    0
　　　　　　　　　     （△3.1%）　　   （△3.1%）
簡易水道特別会計　       46,557,492　     46,557,492　    　　　   0
（ 前 年 度 比 ）　  △44,408,786     △44,408,786　 　              0
　　　　　　　　　   （△48.8%）          （△48.8%）
後期高齢者医療特別会計　　　  7,554,427　        7,206,576　      347,851
（ 前 年 度 比）　              877,827　           787,848             89,979
　　　　　　　　　       （13.1%）　　      （12.3%）　   
合　　　　   計　   4,718,669,461   4,390,415,365    328,254,096
（ 前 年 度 比）　  △760,269,606  △923,681,701 △163,412,095
　　　　　　　　　   （△13.9%）　     （△17.4%）　     

▼表 1会計ごとの決算状況（単位：円）

区分　費　　　目　　歳 入 決 算 額　　増減率 (％）  　26 年度　    27 年度 
　　村 税 70,316 69,527          △1.1
　　分担金及び負担金     　   458                635            38.6
　　使用料及び手数料 　  68,916          75,037             8.9
　　財 産 収 入 　  17,891          63,737          256.3
　　寄 附 金         3,306          17,996           444.3
　　繰 入 金　     245,730        411,725           67.6
　　繰 越 金     121,542          71,862        △40.9
　　諸 収 入　      23,642          35,338            49.5 
　　【自主財源計】 　551,801        745,857           35.2
　　地方譲与税　      23,131           26,293           13.7
　　利子割交付金 　         99                   88        △11.1
　　配当割交付金 　       286                 175       △38.8
　　株式等譲渡所得割交付金 　       196                 179         △8.7
　　地方消費税交付金　　    6,208           11,217           80.7
　　自動車取得税交付金 　     1,554            2,549            64.0
　　地方特例交付金 　            0                      0             0.0
　　地方交付税  1,609,919      1,641,041            1.9
　　国庫支出金 1,210,308         540,825       △55.3
　　県 支 出 金     428,830          369,146      △13.9
　　村 債     446,200          267,300      △40.1
　　【依存財源計】  3,726,731      2,858,813       △23.3
　　合 計  4,278,532      3,604,670       △10.2

▼表２　歳入決算額（対前年度比）
　　　　　　　　　  （単位：千円）

自
主
財
源 

義
務
的
経
費
　
投
資
的
経
費
　
　
　
そ
の
他
経
費

依
存
財
源 

5
億
550
万
円
で
、
前
年
度
比
5
5
5
3
万
7
千
円
（
12.3
％
）
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
物
件
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
地
方
創
生
（
黒

毛
和
種
優
良
繁
殖
雌
牛
導
入
事
業
）
で
前
年
度
比
4
5
9
9
万
円
の
増
、

現
業
業
務
員
等
の
賃
金
で
前
年
度
比
1
2
7
0
万
1
千
円
増
な
ど
が
影
響

し
て
い
ま
す
。【
表
3
参
照
】

積
立
金
額
は
昨
年
よ
り
増
加
、
残
高
は
減
少

　
村
の
貯
金
で
あ
る
積
立
金
の
決
算
額
は
、2
億
8
2
1
3
万
2
千
円
で
、

前
年
度
比
1
5
4
9
万
5
千
円
（
5.8
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

振
興
基
金
は
前
年
度
比
4
千
万
円
（
66.7
％
）
減
の
1
億
円
を
積
立
て
、
財

政
調
整
基
金
は
前
年
度
比
5
6
8
3
万
9
千
円
（
111.8
％
）
増
の
1
億
769
万

7
千
円
を
積
立
て
、減
債
基
金
は
前
年
度
比
3
1
1
5
万
5
千
円
（
120.2
％
）

増
の
3
3
7
4
万
8
千
円
を
積
立
て
、
ト
カ
ラ
ふ
る
さ
と
基
金
は
前
年
度

比
1
2
5
0
万
1
千
円
（
392.4
％
）
増
の
1
5
6
8
万
7
千
円
を
積
立
て
て

性 質 区 分　歳 出 決 算 額　　増減率 (％） 　26 年度　27 年度 
　　人 件 費
　　扶 助 費
　　公 債 費
　　小 計
　　普通建設費
　　災害復旧費
　　小 計
　　物 件 費
　　維持補修費
　　補助費等
　　積 立 金
　　繰出し金
　　　小 計
　　合 計

▼表 3　性質別歳出決算額（対前年度比）
                ※地方財政状況調査より （単位：千円）

▼第 4表　基金（貯金）の状況

区 　 分　現在高 (千円 )　前年度比　　　　　　　　　　　増減率 (%)
財政調整基金 　   400,691　 △12.9
減債基金 　  484,340        △3.2
地域振興基金          405,589        △5.3
渡船施設基金          918,575           －
ふるさと基金          13,238         92.5
その他の積立基金        591,800　       －
合　　　計   2,814,233        △3.3 

▼第 5表　地方債（借金）の状況

区　分　残高 (千円 )　前年度比　前年度比
　　　　　　　　　増減額 (千円 )　増減率 (%)
一般会計   4,476,577     △236,234   △5.0
船舶交通特別会計                      21,721   △10,629　△32.9
簡易水道特別会計                143,776　 △1,646    △1.1
合　計  4,642,074　 △248,508   △5.1

19 18

382,322
40,358
561,347
984,027
1,143,771
122,484
1,266,255
505,500
2,694

224,406
282,132
74,524

1,089,256
3,339,538

5.1
△6.3
△3.6
△0.5
△45.5
638.1
△40.2
12.3
△13.4
5.2
5.8

△43.0
2.4

△19.9

363,744
43,049
582,323
989,116
2,099,389
16,595

2,115,984
449,963
3,112

213,218
266,637
130,641
1,063,571
4,168,671



○　総務費
指定宿泊施設利用料補助事業　8,487,238 円
積立基金費  282,132,329 円
船舶特別会計繰出金   7,367,229 円
ブロードバンド施設管理費　37,869,393 円   
十島村公共施設管理計画策定費　3,888,000 円
地方版総合戦略策定費　7,094,000 円
特定離島（ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ対策）    21,006,000 円
特定離島（難視聴対策＜ﾃﾚﾋﾞ＞）4,644,000 円
特定離島（定住促進）   7,128,790円
地域振興（花嫁対策）1,458,424 円
代替船建造事業    2,407,670 円
地域振興推進事業（地域づくり）3,207,972 円
おはら祭り事業  186,052 円
出張所費　54,348,671 円
出張所業務支援事業   3,690,840 円
県議会議員選挙費  13,269,522 円
鹿児島海区漁業調整委員会委員選挙費　337,695 円
国勢調査費   1,184,400 円
地籍調査経費   13,678,875 円

○　民生費
定住促進対策事業費　25,167,952 円
住民医療費助成事業  2,145,000 円
鍼灸施術事業   2,296,680 円
国保特会繰出金　7,475,154 円   
介護保険特会繰出金　21,390,000 円
介護ｻｰﾋﾞｽ特会繰出金　421,970 円
障害者自立支援経費    7,102,467 円
臨時福祉給付金事業   3,086,871 円
特殊治療船賃助成事業     201,240円
高齢者生きがい対策事業    537,000 円
高齢者特別乗船券事業     6,748,840 円
高齢者居住環境整備事業     1,070,000 円
老人福祉施設措置費     3,598,562 円
特定離島（健康増進対策）　3,884,881 円

介護事業所運営事業    12,240,520 円
小規模多機能居宅介護宿泊費助成事業    1,595,690 円
地域見守り支援事業　238,913 円
高齢世帯浄化槽維持管理費助成事業    463,000 円
後期高齢者医療費    13,834,871 円　
児童措置費（子ども手当・児童手当）   10,240,000 円
地域子育支援拠点事業   30,662,092 円
子ども医療費助成事業　579,856 円
子育て世帯臨時特例給付金事業   508,715 円
地域おこし協力隊事業（子育て）   599,516 円
ミルク・紙おむつ支給事業　627,307 円
体験保育費助成事業   2,133,884 円　　　

○　衛生費
簡易水道特会繰出金　19,423,188 円
健康増進事業    4,068,657 円
特定診療科巡回診療     2,814,277 円
妊産婦検診補助事業　407,900 円   
母と子の健康増進事業　654,596 円
予防接種事業　2,222,688 円
診療所施設整備事業    2,071,504 円
害虫駆除対策事業    1,938,944 円
環境緑化推進事業     239,507円
廃自動車離島支援事業    182,000 円
特定家電海上輸送費助成事業       94,573 円
各種団体補助事業（環境衛生）616,000 円
特定離島（ブヨ駆除）  5,276,229 円
特定離島（ハブ対策）　395,000 円
海岸漂着物地域対策推進事業    1,992,767 円
診療所費    177,016,009 円
塵芥処理費（一般経費・車両管理）26,293,055 円
ゴミリサイクル推進事業    4,038,073 円
合併処理浄化槽整備事業   11,538,000 円

○　労働費
雇用創出対策事業　243,540 円

○　農林水産業費
農業委員会費　1,502,795 円
農業振興一般経費　2,302,307 円
特産品開発関連費    929,438 円
産品販売促進支援事業   527,000 円
生産施設整備補助費（農業）　2,371,000 円   
有害鳥獣対策事業　900,504 円
土壌改良促進事業　496,000 円
地域おこし協力隊事業（農業支援）    313,200 円

特定離島（共同利用農業施設）   8,738,013 円
特定離島（流通販売推進）   7,497,000円
特定離島（出荷運賃補助）   6,110,649 円
特定離島（物産宣伝対策）    3,429,324 円
就業者育成事業     30,578,762 円
青年就農給付金事業　8,875,000 円
補助離島活性化（出荷運賃補助）     246,960 円
有害虫（ﾐｶﾝｺﾐﾊﾞｴ）対策事業      58,968 円
畜産振興対策補助費　13,634,412 円   
人工授精推進事業　1,374,589 円
県有貸付牛償還金　3,866,100 円
生産施設整備補助費（畜産）   12,471,932 円

離島家畜衛生技術向上対策    4,245,814 円
単独草地開発事業     8,555,766円
特定離島（畜産振興施設整備）   40,639,760 円
畜産団体経営支援事業   3,100,000 円
地方創生（黒毛和種優良肉用繁殖）   45,990,183 円
遊休農地対策事業   1,658,387 円
特定離島（特用林産物）　4,506,964 円
単独竹林改良   1,704,554 円
地域振興（新規林産物導入）    2,068,196 円
地域植樹祭　1,361,769 円
県単林道事業     9,412,800 円
離島漁業再生支援事業   3,862,611 円　
生産施設整備補助費（水産）　12,737,000 円
単独水産関連施設整備    792,779 円
特定離島（漁船漁業利便施設）    21,355,460 円
補助離島活性化（水産施設）　27,025,200 円   
特定離島（水産物販売促進＜ﾄｰﾀﾙｾｰﾙｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ＞）　                     
                                                                6,415,542 円

○　商工費
特定離島（生活物資）　10,273,682 円
地方創生（消費喚起＜ﾌﾟﾚﾐｱﾑ商品券＞）    
                                                  13,479,938 円
地方創生（交流人口拡大）   1,293,632 円
温泉施設整備費（ｾﾗﾝﾏ温泉整備他）    20,359,692円
ななしま運航費     13,752,634 円
ななしま検査工事費     15,285,996 円
列島マラソン     3,172,906 円
特定離島（カレンダー制作）3,193,749 円
交流人口促進事業　3,000,000 円

○　土木費
道路維持一般経費    20,424,539 円
地域振興（標識柱）    8,000,000 円
特定離島（道路環境整備）　51,050,920 円
単独道路新設改良費     2,095,200 円
補助道路新設改良費     186,356,360 円　
補助橋りょう新設改修費　3,000,000 円
港湾管理一般経費       12,984,935 円
特定離島（防波堤等整備）     40,028,020 円
地域再生計画事業（港湾）      85,000,600円
補助港湾建設費     236,000,000 円
単独住宅建設費    40,953,821 円
特定離島（定住促進住宅）   85,135,451 円
補助離島活性化（空家改修）    10,000,000 円
空家利活用事業　7,438,436 円

○　消防費
消防団員活動手当費     4,403,499 円
防災行政無線運営費     7,592,487 円
単独消防施設整備費　3,589,488 円

○　教育費
特定離島（山海留学）    12,623,210 円
海外ホームステイ派遣事業      2,693,500 円
離島高校生修学支援事業　 3,955,550 円
小学校維持補修費    17,556,389 円
本校設置事業     244,512 円
中学校連合体育大会事業     766,702 円
ALT派遣事業      583,568円
悪石島屋内運動場整備費      5,742,000 円
歴史民俗資料館運営費      806,580 円
天文台運営費      5,831,247 円
文化財保護対策費    565,222 円
生涯学習事業　247,321 円
花いっぱい運動事業     583,036 円
ファミリー劇場     941,680 円
国民文化祭事業　 3,299,000 円　

　

21 20

27年度に実施した
　主な事業の決算額
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https://www.youtube.com/watch?v=c7iKH8H5Puo

県内113全ての蔵元の焼酎が6杯500円で楽しめます。抽選で本格焼酎の
プレゼントも。「1万人でいっせい乾杯」や奄美出身の人気デュオ・カサリン
チュのライブ、前園真聖さんのトークショーなども行います。

詳しくはイベント
ホームページで。

誤解されますが、本格焼酎は全て糖質
ゼロ。ダイエットにも最適です。黒糖焼
酎は奄美地方でしか造られない特別な
お酒。すっきりした味わいで、どんな割
り方も合います。私は紅茶割りでよく楽
しんでいますよ。

焼酎は
だ

さん（21）

鹿児島市在住
、め進を酵発てえ加を料原主のどな糖黒やモイに麹、はと酎焼」格本「 

できたもろみを単式蒸留器でじっくり蒸留して造られる、砂糖やアル
コールなどの添加物が一切無い焼酎。原料の風味が豊かで、味わい深
いのが特徴。

協スプリトの）OTW（関機易貿界世てしと」酎焼摩薩「は酎焼の島児鹿 
定で、地理的表示の産地指定を受けています。

日１月11の節季いしいおが酒新、が会央中合組造酒本日、年26和昭 
を本格焼酎の日と制定。平成19年には、奄美大島酒造組合が「こ・く・
とう」と読める５月９、10日を奄美黒糖焼酎の日と制定。

鹿児島の焼酎の
魅力が分かる動画は
こちらから

※お酒は20歳になってから、適量で。
※飲酒運転は法律で禁止されています。
※妊娠中や授乳期の飲酒は控えましょう。

本格焼酎の日11月1日を前に、鹿児島の焼酎の良さにあらためて目を向けてもらおうと、県内自治体有志で組んだ合同特集です。

鮫島吉
よし

廣
ひろ

さん（68）

南さつま市出身。大手酒造
メーカー勤務を経て、鹿児島
大学教授、全国初の焼酎学講
座を開講。同大焼酎・発酵学
センター客員教授。同市在住。

芋焼酎のお勧めの飲み方は「お湯割り」。
香りが立ち、鹿児島の料理の味を引き
立ててくれます。黒ぢょかや薩摩切子、
そらきゅうなどの酒器にも鹿児島ならで
はの歴史や文化が隠れていて魅力的で
すね。焼酎を飲む人はみんな笑顔。人
同士を結ぶすてきなお酒です。

森 万由子さん（21）
鹿児島市在住

2015ミス
奄美黒糖焼

酎
2015ミス

薩摩焼酎

https://shochustreet.com/
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本格焼酎の日である11月1日から3日間、
天文館に、鹿児島初「焼酎ストリート」が出現。

県・市町村合同企画



十島村の人口・世帯数  平成 28 年 8月末現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報係
〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15　tel:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯

口　 之 　島　　  67　　    67　　  134　　  79

中　 之　 島  　　90　　    72　　  162　　  91

平  　　　島　　  34　　    31　　　65　　  39

諏訪之瀬島  　　43　　    37　　　80　　  35　　　

悪 　石　 島　　  39　　    34　　　73　　  37

小　 宝 　島  　　32　　    30　　　62　　  34

宝　　　  島　　  73　　    65　　  138　　  78

合  　　　計　　 378　　 336　　 714　　393

村営定期船 フェリーとしま  
平成 28 年 10 月運行予定
※10/28 出港便は、列島マラソン便開催のため特別運航と
なり、名瀬港には行きませんのでご注意ください。
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鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
　　　　　　TEL : 099-222-2101
フェリーとしま
　　　　　　TEL : 090-3022-4523
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　広報としまへの広告掲載募集！
●広告の規格・掲載料（すべて消費税別）
　　縦 13.0cm×横 8.5cm　　月額 10,000 円
　　縦 13.0cm×横 17.0cm　  月額 15,000 円
　　Ａ4サイズ 1頁　　　　    月額 30,000 円
●広告掲載の申し込み
　　広報誌広告掲載申込書（第 1号様式）に広告案を添
えて総務課にご提出ください。
　※申込書のダウンロードを含め、詳細は十島村ＨＰを
　　ご覧ください。
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今年のオータムジャンボ宝くじは、

　　　　　　　　１等 ・前後賞合わせて５億円！！！

１等　　　３億円×14本（発売総額 420 億円・14ユニットの場合）
前後賞各　１億円×28本（発売総額 420 億円・14ユニットの場合）

【発売期間】平成 28 年 9月 26 日（月）～ 10 月 14 日（金）まで
【発売場所】全国の宝くじ売り場
【抽選日】平成 28 年 10 月 21 日（金）
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           (

宝
島
停
泊
）

　この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民
の福祉向上のために使われます。
　※去年のオータムジャンボ宝くじ（第 685 回全国自治宝くじ）の時効（平成 28 年 10 月 27 日（木））が迫っ
　　ておりますので、お忘れなく！


